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図5 推測値 pgの標準偏差.(qA -
1×10ー3,qM -0.)
予測誤差を軌道的描像からではなく,確率的措像に立って定義した.そのようにして定
義した(8)式は,任意のダイナミクスに対して有効であることが分かった.(8)式ですべて
の q2(m,n,p)を-定植とおくと(3)式と等価となる.これを確率的描像に立って考える
と,すべてのステップ長の遷移確率を同等に扱っているという点で,平均自乗誤差はカオ
ス軌道の予測にはむいていないといえる.遷移確率に基づいたこの方法はデータ列の生成
順序からもダイナミクスの生成別に対する情報を引き出しているので,間欠性カオスのダ
イナミクスの予測等に対しても有効であると思われる.
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